
第２章 図形と方程式 ２・円と直線

１０ ２ 円と直線（その２）

（１／２）■ 円と直線の位置関係(2)－② ■

半径の決定（点と直線の距離の利用）

★解法の技術★

円χ２＋ｙ２＝ｒ２と直線２χ＋ｙ－５＝０が接するように円の半径ｒの値を求めなさ

い。

【考え方】円と直線が接するとき，円の中心から直線までの距離が円の半径に等しいから，

円の中心から直線までの距離を求めればよい。

［考える手順］ ［答 案］

１ χ２＋ｙ２＝ｒ２ …①

２χ＋ｙ－５＝０ …②

円①が直線②に接するための条件は，円の中心(０，０)と直線②

との距離が円の半径ｒに等しいことであるから，

２ ｒ＝ ＝ ＝

よって，ｒ＝

◇《半径の決定（点と直線の距離の利用）》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

円χ２＋ｙ２＝ｒ２と直線ｙ＝χ＋ が接するように円の半径ｒの値を求めなさい。

【考え方】点と直線の距離の公式を使うために，直線の式は，ａχ＋ｂｙ＋ｃ＝０の形になお

しておく。

［考える手順］ ［答 案］

１

２ ｒ＝ ＝ ＝

｜２・０＋１・０－５｜

２２＋１２

｜－５｜

５
５

５

｜１・０＋(－１)・０＋２｜

１２＋(－１)２

｜２｜

２
２

円の中心と直線の

距離（＝半径）を

求める

円と直線が接する

ための条件を設定

する

円と直線が接する

ための条件を設定

する

円の中心と直線の

距離（＝半径）を

求める

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。
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第２章 図形と方程式 ２・円と直線

１０ ２ 円と直線（その２）

（２／２）■ 円と直線の位置関係(2)－② ■

◇《半径の決定（点と直線の距離の利用）》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

円χ２＋ｙ２＝ｒ２と直線χ－ ｙ－１０＝０が共有点をもたないように円の半径ｒの値の

範囲を求めなさい。

［考える手順］ ［答 案］

１

２ ｒ＝ ＝ ＝

◇《半径の決定（点と直線の距離の利用）》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

円χ２＋ｙ２＝ｒ２と直線４χ－ｙ＋ ＝０が異なる２点で交わるように円の半径ｒの値

の範囲を求めなさい。

［考える手順］ ［答 案］

１

２ ｒ＝ ＝ ＝

｜１・０＋(－３)・０－１０｜

１２＋(－３)２

｜－１０｜

１０
１０

｜４・０＋(－１)・０＋１７｜

４２＋(－１)２

｜１７｜

１７
１７

円の中心と直線の

距離（＝半径）を

求める

円と直線が接する

ための条件を設定

する

円の中心と直線の

距離（＝半径）を

求める

円と直線が接する

ための条件を設定

する

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




